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富士文化幼稚園では、毎年、JA（農業協同組合）、地域のボランティア、園の給食担当の事
業者とともに、食育の年間計画、目標を立て、園児や親子で種まき、植え付け、収穫等の農業
体験や行事食のイベントを提供する取組を行っています。園内外で子供たちが自ら米や野菜の
栽培に関わり、収穫し、食べる体験をすることで、生きものは全て、他の命をいただいて生き
ていることを知り、命を大切にする心を育んでいます。野菜等の生長を見守る中で、昆虫等の
命についても学んでいます。親子で体験する機会も作ることで、一緒に命をいただくことの意
味を考えることができ、より深い学びにつなげています。命の恵みを工夫して生活に取り入れ
る取組として、玉ねぎの皮を使った染物体験も行っています。
実際に体験することで、子供たちに「楽しい」や「おいしい」を感じてもらうことに加え、

絵本の読み聞かせで生き物の命の大切さを伝えています。このような取組を、園の広報で保護
者に情報発信することで、保護者からは「野菜を栽培・収穫することで子供が食への関心が高
くなった。」、「好き嫌いが少なくなった。」、「食べられなかった野菜や食材を食べるようになっ
た。」などの感想が寄せられています。園での様々な活動を通して園児や保護者の食育への関
心が高まっています。
今後は、栽培の品目を増やすこと、育てた米を給食で使用すること等も予定しています。食

べ物となった生き物に、「命をくれてありがとう。」、「いただきます。」、「ごちそうさま。」と、
感謝する言葉の意味を、子供たちに伝えるとともに、命を大切にする心を育む、食育活動を進
めていきます。

野菜の収穫体験 米作りの体験

農業体験を通じて命を大切にする心を育む
（第７回食育活動表彰　審査委員特別賞受賞）
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